
F3 勉強会（A） 令和7年度第三回

USSC主催 多国籍IAMD TTXへの参加報告

令和7年6月28日 LUCKY＆DEEP



USSC主催 多国籍IAMD TTXの概要について

１ 日時；令和７年6月9日（月）～10日（火）

２ 場所：ハワイ州 カハラ・リゾート＆ホテル

３ 主催者：豪州米国研究センター（USSC）

後援：米ノースロップ・グラマン社

４ 参加者：日本4名、韓国4名、台湾4名、米

国4名＋モデレーター4名、技術員、オブザー

バー、USSCスタッフ等



多国籍 IAMD TTXの狙い＆シナリオ等

• 狙い
• インド太平洋域においてIAMDかかる情報共有、調整ネットワークを構築することの
チャンスと挑戦の理解の浸透

• IAMD（能力、ネットワーク）に関する戦術的示唆に関する認識の深化

• シナリオ
① 与那国に対するミサイル等攻撃（弾道ミサイル、巡航ミサイル、ドローン等）

② 日本の南西域（沖縄本島を含む）に対するミサイル等攻撃

③ 比国パラワン諸島に対するミサイル等攻撃

④ 豪州北部ダーウィンに対するミサイル等攻撃

• ゲーム進行要領
• 参加者を4つのグループ分け、グループ毎で議論

• 各グループはシナリオで示された被害等を踏まえ、多国籍IAMDの課題解決のため

の装備品等の取得に関して付与された予算的、政治的制約の中で優先順位などを
決定



シナリオ① 与那国に対するミサイル等攻撃



シナリオ① 結果（戦果等）



シナリオ② 南西域に対するミサイル等攻撃



シナリオ③ パラワン島への攻撃 シナリオ④ 豪州ダーウィンへの攻撃



シナリオと各チームに課せられた制約等

•各国の予算的制約
•各国ごとの予算配分、予算流用も制約
•課題解決に必要なアーキテクチャー構築に
は全予算でも不足

•高機能な装備品は各国の全予算を超える
場合もあり⇒必ずトレードオフ、バランスを
考える必要

•各国に付与された制約等
•特定の二国間での航跡情報共有の制限
•将来装備品の取得の制限
•特定の国の情報共有や交戦の禁止



取得可能な兵器システム等

•センサー
• 固定式、移動式レーダー（中・長距離AESA、パッ
シブ）

• AEW機（大型、小型）

• 将来無人MALE/HALE

•ネットワーク
• IFCS/IFCS-JADC2

• UAS無人中継機

•地対空ミサイル、拠点防空システム

•電波妨害装置、対無人機レーザー・システム

•無人艦船、無人機





参加所見

• 中国のA2ADの脅威に対する多国籍のアプローチの
必要性に関する認識は概ね共有

• IAMDアーキテクチャーの構築には、政治的、ドクトリ

ン的、予算的、技術的制約があるものの各国の実
情に合った取り組みが必要との認識を共有

• 非常にシンプルなウォーゲーム（TTX)であるものの、

専門家の入念な企画と準備、参加者の真剣な検討・
討議によって極めて有意義なものへ

• 米国防衛産業の軍・政府関係者へのアプローチの
仕方に学ぶべき点あり

• 次回参加に当たっては？〇〇を考慮すべき。



USSCについて

• USSC: United States Study Center

• Analysis of America.

• Insight for Australia.

• Solutions for the Alliance

• The United States Studies Centre is a national resource, that builds awareness 

of the dynamics shaping America, their implications for Australia — and 

critically — solutions for the Alliance.

• マイケル・グリーン等の上級研究員多数


